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食のみやこ鳥取のジビエを訪ねる

一社）日本ジビエ振興協会
代表理事　藤木徳彦

鳥取駅（10：30 出発）＝＝鳥取空港（11：00 出発）＝＝サンマート湖山店（売り場見学・昼食：ジビエラー
メン）＝＝若桜道の駅 --- 若桜町内会議室（座学）---- 若桜革工房Dear Deer（革工房見学）---- わかさ 29 工
房（食肉処理施設見学）＝＝鹿野温泉：山紫苑（泊）　　　　　夕食：料理長が腕を振るうジビエ料理

ホテル（9：00）＝＝鳥取市鳥獣減容化施設（施設見学）＝＝鳥取県庁（昼食：鹿肉ｶﾚｰ＆鹿肉ﾛｰｽﾄ丼／座学）
＝＝鳥取砂丘（下車観光）＝＝鳥取空港（15：30 頃）＝＝鳥取駅（16：00）

※鳥取駅・鳥取空港まではお客様ご自身でご集合いただきます。（各自でご負担）

※前泊、後泊のご希望がございましたらお申し込み時に合わせてお申し付け下さい。ご手配承ります。

■全国旅行業協会会員　■日本旅行業協会協力会員　■JTB 提携販売店

観光庁長官登録旅行業第１種１９５８号
■ 岡谷本社 営業時間／ 10：00 ～ 18：30（土曜･日曜･祝日休業）

お問い合わせ・お申し込みはこちらから

旅行企画
実施

■総合旅行業務取扱管理者：堀内千太郎

イベント企画 一般社団法人日本ジビエ振興協会

サンマート湖山店
鳥取県内に９店舗を展開する地域密着型スーパー。
常時鳥取県産ジビエを取り扱い、売り場にはジビ
エのレシピカードも。店舗でのジビエ料理セミナー
など一般家庭向けのジビエの普及にも努めていま
す。昼食は併設のカフェ STORY’ S にてジビエメ
ニューをご提供いただきます。

若桜革工房Dear Deer
鳥取県内で捕獲された鹿革を、自然にやさしい植
物鞣しで革にし、さまざまな作品を作り上げてい
るクラフトショップ。オーナーの石井さんが手が
ける鹿革を使ったさまざまなカラーや質感の作品
は見応え十分。皮革利用におけるデザインの重要
性を知ることができます。

わかさ 29 工房
若桜町で年間 3,000 頭を超えるイノシシとシカを
取り扱う施設。最新設備や広いスペースではない
ものの、ソフト面の工夫で非常に衛生的な食肉処
理が行われています。今回は特別に施設内をご紹
介いただきます。平成 29 年鳥取県 HACCP 適合施
設認定取得、令和元年国産ジビエ認証取得。

山紫苑
美肌の湯として知られる鹿野温泉。24 時間かけ流
しの温泉が楽しめます。宿泊の目玉は何といって
もジビエ料理。「料理研究惣和会」の主力メンバー
として、ジビエをはじめとする鳥取県産食材の勉
強会を重ねている大羽料理長が腕を振るいます。

鳥取市鳥獣減容化施設
鳥取市内で有害鳥獣として捕獲された個体が持ち
込まれるイノシシ・シカの減容化施設。微生物に
より高速で醗酵・分解処理されます。

鳥取県庁
鳥取県食のみやこ推進課から、県の鳥獣被害対策
やジビエ利活用の取り組みをレポート。また、料
理研究惣和会会長で「梅乃井」総料理長の宮崎博
士氏、鳥取市内で古くからジビエ料理を扱う老舗
のイタリアンレストラン「ペペネーロ」の木下氏
からもお話を伺います。

　鳥取県は、年間 3,000 頭以上もの個体を受け入れ、食
肉だけでなく皮革まで余すことなく利活用を実現してい
る「わかさ 29 工房」（若桜町）、和食団体による組織的
なメニュー開発・勉強会、地元スーパーでのジビエ製品
取り扱いなど、処理から流通、販売、食までさまざまな

活動、取り組みが展開されています。本ツアーでは、そ
んな鳥取ジビエのポイントを余さず視察いたします。ま
た、ツアー内の食事は毎食ジビエ料理をご用意。隅から
隅までジビエづくしのツアーです。今後のジビエ振興に
お役立てください。

※＝＝はバス移動、ーーーーは徒歩移動

（この募集広告は、旅行業法第 12 条の 4に定めた「取引条件説明書面」の一部です）

※詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上、お申込下さい。

〒394-0028　長野県岡谷市本町 4-6-1
0266-22-6644 FAX：0266-22-6645
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